
JSTは、研究開発構想を立案し、優れた研究シーズや研究者を目利きし、
分野や組織を超えて複数のプロジェクトを束ねる挑戦的なPMの育成・
活躍を推進することを目的として研修を行っています。

プログラムマネージャーの育成・活躍
推進プログラム（PM研修）

★PM研修で培われる能力・スキル・人脈

★令和８年度（第12期）募集要項
公募期間：4月22日（水）～６月8日（月）正午
採択人数：２０名程度（書類及び面接選考）
主な応募要件：実務経験(研究開発活動、URA、ファンディング等)、
                     研修参加の意思、所属機関の承諾等
※書類選考（6月）、面接選考（7月）を経て、採択者決定
（9月）、研修開始（10月中旬）を予定。

★研修生

研修の様子、修了生の活躍状況、修了生の声などをご覧下さい。

★PM研修紹介ビデオ

https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/program/pm/movie.html
※短編（２分）と長編（８分）

JST PM研修 movie 検索

★２段階ステージによる
研修・育成

【問い合わせ先】
国立研究開発法人科学技術振興機構
人財部科学技術イノベーション人材育成室

Email：innov-jinzai@jst.go.jp

現在、第11期目で、
第1及び第2ステージを合わせ
約２５０名の修了生を輩出

大学等

研究機関企業

調査分析力

行動変容
短期の研修では得られない多様なメンバーの集合
知から多くの気付きや様々なアプローチ手法が習
得でき、効率的な業務の進め方が身につく

戦略立案力
課題の設定から解決に向けたシナリオプランニン
グスキルが身につき、社会実装に向けた出口戦略
シナリオを高度化し、成功の可能性を高める

マネジメント力
企業や大学等で変革の現場を経験した講師やメン
ター達と、実事例を元に議論することで、変革を
導くリーダーに必要な能力とマインドが身につく

課題解決力
課題解決に向けた構想について自らがステークホ
ルダーを結集し、FSを実践することでプロジェク
トを牽引するマネジメント力が身につく

人脈形成
業界を超えた人的ネットワークが構築され、有益
な情報共有が可能となり、例えば異業種のビジネ
スモデル等を理解する機会が得られる

三現主義（現場・現物・現実）を基本とする調査
分析手法が身につき、最適解を得るためのアンテ
ナの確度が磨かれる

研修後の活躍事例
・国の研究開発プログラム資金獲得
・PM補佐としてマネジメント活動

＜受講無料＞・講義／演習＜受講無料＞
・研究開発プログラム等を
提案する

・バラエティ豊かな講義とグループ演習

・１年間、毎月第2、4金曜日午後開催

第１ステージで提案した
プログラムの実施による
マネジメントの実践

・課題実施経費：上限５００万円交付

第１ステージ（１年） 第２ステージ（１～２年）

７名程度
選抜
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